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【はじめに】血液汚染事故防止は透析室での安全管理上重要な課題で
ある。当院では平成 16年のHCV抗原陽性者のゾーニングを機に感    |
染対策を強化し血液汚染事故減少に繋がった。今回アンケートによる     |
意識調査を行ったので報告する.

【対策の実際】セミナーの開催,医療廃棄物処理方法変更,穿刺針変更,    |
ゴーグル着用義務付け,事故報告書 0マニュアルの改訂,事故処理手
順書の作成,ア ンケートによる意識調査
【結果・考察】9割以上のスタッフが血液汚染事故に注意していたが,
ゴーグル着用が少数できていないことが今後の課題である。スタッフ
の 5割以上が血液汚染事故を経験しているが,物品や環境を整備した
ことにより1年余りは血液汚染事故が発生していない.ア ンケートを
行なったことにより,事故処理手順や事故防止の再認識に繋がったと
思われる.

【まとめ】物品や環境の改善は対策の遵守をより容易にし,ア ンケー
トによる検証は危険性の再認識や防御意識向上に有効であった.


